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第 142 回例会 2024 年 11 月 12 日 
■例会場：宮崎大学 地域デザイン棟

会長　伊達 紫　　副会長　水居 徹　　幹事　羽佐間 尚久

宮崎アカデミーロータリークラブ 会報

■ 会長の時間　　　　　　　　　　　　伊達　 紫　会長

　　　　　　　　　会長挨拶

　　　　　　　　　皆さん、こんにちは

　　　　　　　　　前回までの会長挨拶では、日本のロータ
　　　　　　　　　リークラブの歴史について触れて参り
ました。前回はその最後に、「奉仕の理想」が日本オリジナル
のロータリーソングであること、また、「奉仕の理想に集いし
友よ、御国に捧げん我らの業」という歌詞の「御国」は「世界」
だったという話をしました。

　今日は、まず、ロータリーソング「手に手つないで」と「ロー
タリーの友」について触れたいと思います。
さて、現在、日本のロータリークラブは、いくつの地区に分か
れているかご存知ですか？2023 年 7月の時点で、34です。
ちなみに、2730地区には68のクラブが存在します。
　実は 1951 年度まで日本のロータリークラブは一つの地
区だったそうで、翌1952年度から二つの地区に分割される
ことになったそうです。西日本と東日本の二地区です。その
際、当時の人たちは、それまで一つにまとまっていたロータ
リアンが二地区に分かれることに対し、寂しさと期待とが入
り混じった気持ちとがあったようです。これまで共に活動を
してきた日本のロータリアンが、分割されてからも緊密に連
絡を取り合い、情報を共有するために企画されたのが、機関
紙「ロータリーの友」でした。
　新しい雑誌について本格的にいろいろなことが決められ
たのは、同年8月16日、岐阜市の長良川河畔にあった大竹旅
館での会合においてです。1953（昭和28）年1月から、毎月発
行すること、価格を50円とするが、広告を取って100円分の
内容のある雑誌とすること、名前を『ロータリーの友』とする
ことなどが決定されました。
　また、この会合では、新しい雑誌を縦書きにするか横書き
にするかで意見が分かれ、全会員による一般投票を行ったと
ころ、2対1の割合で、横書きが採用されることになりまし
た。戦後 10 年もたっていなかったという時代背景を考える
と、この結果は、当時のロータリアンが、いかに先進的な考え
をもっていたかを知ることのできるエピソードです。
　岐阜での会合で、広告を取ることが決定したものの、当初
は発行部数が3,300部にすぎなかったこと、また、戦後の混
乱が少し落ち着いたというものの、まだまだ経済的には厳し
かったこともあり、広告のスポンサーを見つけることは容易
なことではありませんでしたが、創刊に携わったロータリア
ン自らが走り回り、苦労して広告を取ったという逸話が残っ
ています。
　創刊号は富士山の表紙です。この表紙、1月号から6月号
まで、北斎の「凱風快晴」という題の作品が使われました。
表紙の写真や絵が毎月替わるようになったのは、創刊翌年
の4月号からです。

　二地区になっても連絡を緊密にするために創刊が企画さ
れた「ロータリーの友」ですが、その創刊に先駆けて、1951年
にロータリーソングが募集されました。これに入選したの
が、東京RCの矢野一郎氏が作詞作曲した「手に手をつない
で」です。さらに、このメロディーを親しみやすく編曲、アレ
ンジしたのが、昭和の大歌手、東京西RCの藤山一郎氏です。
この歌は、二つの地区に分かれても代わらぬ友情を確かめ合
い、手に手をつないでいこうと誓い合った歌だったのです。

　ロータリアンの3大義務に、会費の納入、例会への出席、
ロータリーの友の購読、があります。今回、『ロータリーの友』
が創刊された歴史を知ると、RIに認可された「ロータリーの
友」の購読が 3 大義務に掲げられている理由がよく理解で
きます。日本のRCの情報誌として、気持ちも新たに『ロータ
リーの友』を購読し、活用していきたいと思います。
ことができました。皆さんの豆知識になれば幸いです。

■ 幹事報告　　　　　　　　　　　　辻　　　清　副幹事

　　　　　　　　　① ロータリーレートについて
　　　　　　　　　　　11月現在　153円です。

　　　　　　　　　② ロータリーバッジについて
　　　　　　　　　　　現在、皆さんが使用されているブ
　　　　　　　　　　　ルーのロータリーバッジは販売停
　　　　　　　　　　　止となり、11 月よりゴールド一色
　　のデザインとなりました。今後、新デザインのものしか
　　販売されません。現在、使用しているブルーのロータ
　　リーバッジが使用禁止となるわけではありません。ご注
　　意ください。

③ 2024.10.22 第 141 回例会での米山奨学とロータリー財団
募金報告について
　　米山奨学　2,883円　　　ロータリー財団　1,441円

④ 地区大会のお礼と表彰受賞報告について
　 　地区より地区大会参加と盛会のお礼が届いています。
　　 また、地区大会で宮崎アカデミーロータリークラブが
　　「ＭｙRotary 登録 100％達成」を受賞いただきましたの
　　 で報告いたします。

■ お誕生日お祝い

　　　　　　　　　　　　　11 月お誕生日を迎える皆さん
　　　　　　　　　　　　　です。おめでとうございます!!

　　　　　　　　　　　　　成合 　修 会員
　　　　　　　　　　   　　水居 　徹 会員
　　　　　　　　　　　　　瀧　 伸一 会員



■ 卓話

　　　　　　　　　　　　　　　　　勢井 由美子
　　　　　　　　　　　　　　　　　地区危機管理委員会
　　　　　　　　　　　　　　　　　委員　

今年 10 月に『ロータリークラブ会員をハラスメントの申
立からから守るには・・・・』のプレゼンテーションが日
本中の地区危機管理委員会に送られてきた。
ロータリーにおけるパワハラ、」セクハラはとても厳しく律
せられていることをお話しました。詳しくはマイロータリー
に掲載されています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　冨山 幸子 会員
　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　

「ハラスメントをなくしてDEIをすすめましょう」
１ ハラスメントとは
　　　DEI を機能させ促進するためには、心理的安全性が
　　　欠かせません。そのためにもハラスメントを無くす
　　　ことが重要です。ハラスメントは、相手を不快にさ
　　　せたり、尊厳を傷つけたり、不利益を与えたり、脅
　　　威を与えたりすることです。被害者のメンタルダウ
　　　ンや組織への法的責任、生産性低下、人材流出など、
　　　大きな代償を払うことになります。

２ パワーハラスメント
　　　優越的関係を背景に、必要かつ相当な範囲を超えた
　　　言動により、組織環境を著しく害することです。身
　　　体的・精神的攻撃のほか、人間関係の切り離し、過
　　　大な要求、過小な要求、個の侵害なども含まれます。
　　　業務上必要な範囲であればパワハラには当たりませ
　　　んが、人格の否定、人格への攻撃はパワハラとなり
　　　ます。

３ 不機嫌ハラスメント（フキハラ）
　　　不機嫌な態度・言動により、相手に不快感や精神的
　　　苦痛を与えるもので、放っておくといじめ、パワハラ、
　　　暴力等を引き起こしかねません。溜息、舌打ち、腕
　　　組みなど、無意識な行動が多く、十分に留意する必
　　　要があります。

■ 委員会報告

　　　　　　　　　水居 透　DEI推進 クラブ機能強化
　　　　　　　　　委員会 委員長

来週火曜日19日に炉辺アカデミー第11回を開催します。
現在 5名ほどですので、あと 4名から 5名参加いただけ
るとありがたいです。
どうぞよろしくお願いいたします。

　　　　　　　　　薬王寺 文宏　クラブ奉仕委員会委員長

12月 12日（火）は夜間例会を行います。
案内をお送りいたしますので、たくさんのご参加お願い
いたします。

　　　　　　　　　勢井 由美子　地区社会奉仕委員会
　　　　　　　　　　　　　　　 委員長

■石川会員の遺贈寄附金について
　　この寄付金は、ロータリ財団と誓約をする寄付となり、
　　自分の死後、自分の財産を 15000 ドル以上をすること
　　を言います。高額寄付金として、12 月 13 日横浜での
　　RI 会長からのご挨拶を受けることになった石川会員を
　　心から誇りに思います。

　　　　　　　　　　辻　清　会員増強委員会 委員長

　　　◆出席報告
　　　会員数　　　37名
　　　出席者数　　18名
　　　欠席者数　　19名
　　　出席率　　　51.35%

第141回例会修正
会員数　　　37名
出席者　　　21名
メイクアップ  1名
修正出席者数22名
修正出席率　59.46％



４ セクシャルハラスメント
　　　性的な言動により相手に不利益、不快感を与えるこ
　　　とです。された側がどう感じるかでセクハラかどう
　　　かが決まります。言動の内容とともに、誰から受け
　　　たかによって変わります。不快に感じてもそれを言
　　　えない場合もありますので、注意が必要です。
　　　　最近は、部下を「ちゃんづけ」で呼んだり、容姿・
　　　年齢・身体的特徴に触れられることについても不快
　　　に感じ、セクハラではないかと思う人がいますので、
　　　ご留意ください。

５　ジェンダーハラスメント
　　　「性別によって社会的役割が異なる」との固定観念、
　　　つまりジェンダーバイアスに基づく嫌がらせや差別
　　　をいいます。加害者に悪気はなく相手を傷つけてし
　　　まうことが特徴です。男女とも被害を受けており、
　　　心理的安全性の低下、生産性の悪化、離職率の増加
　　　などを引き起こす恐れがあります。
　　　例えば、「男のくせに」「女のくせに」等のことば、
　　　男なら泣くな、女は黙って男を支えろ、お茶くみは
　　　女の仕事、男だから残業は当たり前、女性に管理職
　　　は無理・・などの言葉等です。性的マイノリティに
　　　ついての差別的、侮辱的発言もNGです。

６ 最後に
　　　ハラスメントは、基本的には人権の問題です。人と
　　　しての尊厳を尊ぶことで防ぐことができます。同時
　　　に、無意識の思い込みに気づき、修正していくこと
　　　も必要です。ハラスメントを防止し、明るく闊達で
　　　生産性の高い組織をつくっていきましょう。


